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論    文    の    要    旨 
 
 審査対象論文は、欧州原子核研究機構 (CERN)のハドロン衝突型加速器 LHC を用いた世界最高衝
突エネルギーにおける、鉛・鉛原子核衝突事象での荷電粒子ジェットの横運動量分布を ALICE 実験に
よって世界で初めて測定したものである。世界最高エネルギーでの原子核衝突により、これまでにない高







 第２章では、LHC 加速器および ALICE 実験のセットアップについて述べられている。本人が開発に関
わった、ALICE 電磁カロリメータ検出器群 (EMCal, DCal, PHOS) の光子・ジェット Level 1 トリガーアル
ゴリズムについては、その仕組みの詳細と、動作・評価結果について述べられている。特に著者が新しく
開発した、180°反対側方向に位置するカロリメータを用いたバックグラウンド計算方法について、詳しく
記述している。本論文で述べられている DCal 検出器は、従来の EMCal, PHOS という電磁カロリメータ
に加えて、LHC Run-2 のために新たに開発された電磁カロリメータであり、LHC 長期休止期間である
2014 年に新しく導入され、２０１５年の LHC Run-2 より運用を開始した。この新規電磁カロリメータ検出
器群では、EMCal, DCal, PHOS といった異なる検出器間の相互通信によるオンライン・バックグラウンド除












に関係なく、単位通過距離あたり、ある一定のエネルギーを損失するモデル (constant energy loss 
model) が、実験データを最もよく説明できることを明らかにしている。さらに、異なる原子核衝突事象（衝
突径数依存性）のデータを用いて、エネルギー損失度合いの通過距離 (L) 依存性を調べ、それが L の
１次ではなく、２次( L2 ) の依存性の方が、測定結果をよく説明できることを検証している。これはエネルギ
ー損失機構が、衝突によるエネルギー損失に比べて、グルーオン放射でのエネルギー損失が優位であ
ることを示唆している。また異なる衝突系・ビームエネルギーのデータと比較し、LHC 加速器を使った鉛・









 本論文での示されているデータは、全て ALICE 実験内で審査され、暫定結果 (preliminary data) とし
て既に公開されているものであり、 測定データの信頼性が非常に高いことが審査員から挙げられた。ま
た、本人が開発に大きく関わった電磁カロリメータ検出器の光子・ジェット Level 1 トリガーアルゴリズムの













委員全員によって、合格と判定された。なお副査の Yves Schutz 氏は、テレビ会議システムを用いて審
査会に参加した。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
